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2.4 重み係数 
評価分野間の重み係数の決定には、科学的知見だけではなく、設計者、建物所有者・管理者、行政関係者

などのさまざまな利害関係者の価値観に基づく判断も必要となる。2003年版ではCASBEE研究開発委員会

の専門家の投票とケーススタディを通じて重み係数を決定した。2004年版の開発の際に、CASBEE開発者を

実際に利用する設計者、建物所有者・管理者、行政関係者などを含む広い範囲に対してアンケート（有効回

答110サンプル）を実施し、一対比較の判断を階層的に行なうことによって複数項目の重要度を判断する

AHP(Analytic Hierarchy Process)法を用いて、用途に応じて異なる重み係数を設定した。 
CASBEE-新築（2008年版）の開発にあたって、LR3に「地球温暖化への配慮」の評価項目が加わっており、

当該項目の社会的重要性からも、新たにアンケートを実施し254 名から回答を得た。その結果、表Ⅰ.2.3に

示すように、これまで（2006年版）と同じ重み係数を使用することとした。この値は、2020年版でも同じとしてい

る。なお、各評価分野における項目間の重み係数（中項目、細項目）については、当該分野に対する各項目

の影響度からエキスパートジャッジにより設定している。 
 

表Ⅰ. 2.3 重み係数 
評価分野  

Q1 室内環境 工場以外 工場 

0.40  0.30 

Q2 サービス性能 0.30 0.30 

Q3 室外環境（敷地内） 0.30  0.40 

LR1 エネルギー 0.40 

LR2 資源・マテリアル 0.30 

LR3 敷地外環境 0.30 
 
 
2.5 複合用途建築物の評価 
2つ以上の用途が複合している建築物の評価算定は、評価対象の建築物に含まれている用途ごとの評価結

果を、それぞれの床面積の比率によって加重平均して行う。すなわち、複合用途建築物における得点は、各

用途の床面積比率により下式から求められる。 
 

複合用途建築物の得点＝Σ（用途毎の得点 × 床面積比率） 
 
なお、単体としての複合用途建築物のほかに、同じ敷地内に複数の異なる用途の建物があるような場合にも、

適用が可能である。 
LR1エネルギーの評価においては、非住宅用途、住宅の専有部、共用部それぞれにおける採点レベル（BPI
や品確法における断熱等性能等級、BEIなどで評価）により採点されたレベルを、各々の床面積の比率によっ

て加重平均して行う。 
 

評 価 結 果 Ａ 

複 合 用 途 の 評 価 結 果  

各 用 途 の 床 面 積 の 比 率 （Ａ：Ｂ：Ｃ）に よ り結 果 を 加 重 平 均  

＜ 用 途 Ａ（事 務 所 ）＞  

評 価 結 果 Ｂ 

＜ 用 途 Ｂ（集 合 住 宅 ）＞  

評 価 結 果 Ｃ  

＜ 用 途 Ｃ（ホ テル ）＞  

 
図Ⅰ. 2.4 複合用途建築物の評価方法（3つの用途が複合している場合） 

 
 
2.6 建築環境SDGs（オプション） 
「建築環境SDGsチェックリスト」により採点を行う。なお、この評価はオプションとなっている（詳細はPARTⅢ参

照）。 
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＜参考＞集合住宅の共用部の一次エネルギー消費量の評価について 
共用部の一次エネルギー消費量を算定されていない場合、手計算により次の数値を入力する。 

（1）共用部の基準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギーを含む）[GJ/年] 
・実績統計値に基づく一次エネルギー消費量; 

522(屋外廊下)又は801（屋内廊下）[MJ/㎡年]×共用部面積[㎡]/1000 
（2）共用部の設計一次エネルギー消費量（その他一次エネルギーを含む）[GJ/年] 

・共用部の基準一次エネルギー消費量[GJ/年]×BEI（又はBEIm） 

 
図Ⅰ. 3.7 共用部の一次エネルギー消費量の入力「計画書シート」 

 
 
3.4 配慮事項記入シート 
評価建物の環境配慮の全体像を第三者が把握し易くするために、環境配慮設計における配慮事項を記述す

る。記述内容は評価結果表示シートの「3.設計上の配慮事項」に表示される。 
配慮事項記入シートの、「総合」、「Q1」～「LR3」、「その他」の各欄に記述する（自由記述）。「総合」欄には、

建物全体におけるコンセプトを、「Q1」～「LR3」欄には、各評価項目に関連する事項を記述する。「その他」の

欄には、「Q1」～「LR3」において評価されない「その他」の環境配慮の取組みを記載する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図Ⅰ. 3.8 「配慮事項記入シート」 
 
 
 

■　環境設計の配慮事項 ■建物名称 ○○ビル

計画上の配慮事項

総合

Q1
室内環境

Q2
サービス性能

Q3
室外環境（敷地内）

LR1
エネルギー

LR2
資源・マテリアル

LR3
敷地外環境

その他

注）　設計における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。

注）　「LR2　資源・マテリアル」に対する配慮事項を簡潔に記載してください。

注）　上記の６つのカテゴリー以外に、建設工事における廃棄物削減・リサイクル、歴史的建造
物の保存など、建物自体の環境性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組みがあれ
ば、ここに記載してください。

注）　「Q1　室内環境」に対する配慮事項を簡潔に記載してください。

注）　「Q2　サービス性能」に対する配慮事項を簡潔に記載してください。

注）　「Q3　室外環境（敷地内）」に対する配慮事項を簡潔に記載してください。

注）　「LR1　エネルギー」に対する配慮事項を簡潔に記載してください。

注）　「LR3　敷地外環境」に対する配慮事項を簡潔に記載してください。

（1） 

（2） 


